
やけどに気
き

をつけましょう。 
 

低温
て い お ん

やけど あったか～いがやけどに？！  

熱く
あつ   

ないと思って
おも     

いても、長い
なが  

時間
じ か ん

からだにあてた

ままにしていると、気づかないうちに重い
おも   

やけどに

なってしまうことがあります。 

これを『低温やけど』といいます。 

ようふくや、タオルの上からあてたり、タイマーをセットしたりし

て、上手
じょうず

に使
つか

いましょう。  ねむっている間にひどくなることも・・・ 

低温
ていおん

やけどは、深く
ふ か  

なっていることがあるので、ひどい場合
ば あ い

は病院
びょういん

で診
み

て

もらいましょう。 

高温
こ う お ん

のやけど  すぐに冷やす
ひ   

ことが大切
たいせつ

です。十分
じゅうぶん

冷やした
ひ   

後
あと

は、傷
きず

の手当
て あ

てと同
おな

じです。おおって乾かさない
かわ        

ように

すると痛み
いた   

も少なく
すく     

早く
はや   

治
なお

ります。 

【注意
ちゅうい

】  

＊洋服
ようふく

の上
うえ

からお湯
 ゆ

がかかったなどの場合
ばあい

は、無理
む り

に脱がさず
ぬ   

に、服
ふく

の上
うえ

から

冷やします
ひ    

。（無理に脱ぐと、皮膚
ひ ふ

もはがれてしまうことがあります。） 

 

＊１０分ぐらいは冷
ひ

やしましょう。 １分も冷
ひ

やさないで保健室
ほ け ん し つ

に来
く

る

人がいます。ハンカチを水にぬらして冷やしながら来るといいですね。 

 

＊傷
きず

は石けん
せっ    

で洗う
あら  

と、傷ついた
きず      

皮膚
ひ ふ

の細胞
さいぼう

が傷んで
いた    

しまいます。石けんで洗うのは、

傷
きず

の周
まわ

りだけにしましょう。  

 

＊やけどのひどさは、温度
お ん ど

・あたっている時間
じ か ん

・範囲
は ん い

によります。 

Ⅰ度のやけど 赤く
あか  

なってひりひりする。【熱くて
あつ   

もすぐに十 分
じゅうぶん

冷やす
ひ   

とⅠ度の場合も】  

Ⅱ度のやけど 水ぶくれができる。（水ぶくれがやぶれたら、傷
きず

の手当
てあて 

と同じです） 

Ⅲ度のやけど 皮膚
ひ ふ

が深く
ふか  

まで傷
きず

つく。（病院でみてもらいましょう。低温やけどはⅢ度の

やけどになっていることがあります） 

使
つか

いすてカイロ、

湯
ゆ

たんぽ、こたつ 

ホットカーペット 

電気
でんき

毛布
もうふ

など 

令和７年１２月 

狛江第六小学校 保健室 

 


